
平
成
２
２
年
度
は
振
興
会
の
取
り

組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

計
画
に
掲
げ
た
事
業
は
お
お
む
ね

達
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

実
施
し
た
主
な
事
業
の
概
要
は
そ

れ
ぞ
れ
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

３
月
１
１
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
て
１
カ
月
余
り
た
ち
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

甚
大
な
被
害
が
広
域
に
わ
た
り
、

加
え
て
原
子
力
発
電
所
の
被
災
に
よ

る
放
射
能
漏
れ
被
害
は
、
私
た
ち
の

心
に
大
き
な
傷
を
残
し

ま
し
た
。

い
ま
だ
先
の
見
え
な

い
不
安
に
日
本
全
土
が

包
ま
れ
て
い
ま
す
。

直
接
被
害
に
あ
っ
て
い
な
い
私
た

ち
の
周
辺
に
も
「
行
事
を
控
え
る
」

な
ど
自
粛
ム
ー
ド
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。そ

ん
な
中
、
被
難
所
で
は
被
災
者

自
ら
少
な
い
救
援
物
資
を
赤
ち
ゃ
ん
、

お
年
寄
り
な
ど
災
害
弱
者
を
優
先
し

て
分
か
ち
合
い
「
助
け
合
い
の
心
」

が
た
く
さ
ん
映
像
で
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
か
ら
は
「
自
分
た
ち

は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
物
心

と
も
に
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。こ

の
行
動
は
、
日
本
人
が
持
っ
て

い
る
美
し
い
心
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
振
興
会
活
動
は
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
と
お
し
て
人
の
つ
な

が
り
を
広
め
、
お
互
い
を
理
解
し

「
助
け
合
い
の
心
」
を
育
て
、
大
き

く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
振
興
会
規
約
を
改
正
し

「
自
主
防
災
」
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、
「
丹
比
地
区
自
主
防

災
会
規
約
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
災

害
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
年
度
も
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

支
援
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

２
２
年
４
月
２
４
日
の
総
会
で
、
振
興
会

が
支
援
す
る
団
体
と
し
て
予
定
し
て
い
た

「
丹
比
地
区
自
主
防
災
会
」
の
説
立
の
た
め
、

１
０
月
１
日
（
金
）
午
後
７
時
３
０
分
か
ら

丹
比
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
集
会
所
で
、
代
議

員
７
１
人
が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

「
丹
比
地
区
自
主
防
災
会
」
運
営
の
柱
と

な
る
「
丹
比
地
区
自
主
防
災
会
規
約
」
（
案
）

が
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
原
案
通
り
決
定

し
ま
し
た
。

規
約
の
要
点

目
的

災
害
防
止
、
軽
減
に
よ
り
安
全
安
心

な
地
域
づ
く
り
。

事
業

防
災
知
識
の
普
及
啓
発
。
危
険
個
所

の
把
握
。
防
災
訓
練
。
災
害
発
生
時

の
応
急
対
策
。
資
機
材
の
備
蓄
等
。

役
員

会
長
一
名
、
副
会
長
三
名
以
内
、
支

部
長
三
名
、
防
災
委
員
若
干
名
、
監

事
二
名
（
防
災
委
員
を
除
き
振
興
会

の
当
該
役
職
）

防
災
計
画

防
災
組
織
の
具
体
的
な
運
営
計

画
を
立
て
実
行
す
る
。

事
務
処
理

事
務
局
員
、
会
計
担
当
を
置
く
。

会
計

振
興
会
よ
り
分
離
。

経
費

助
成
金
及
び
そ
の
他
の
経
費
。

施
行

平
成
２
２
年
１
０
月
１
日
。

今
後
の
取
り
組
み

○
防
災
委
員
の
選
任
。

○
防
災
組
織
（
連
絡
網
等
）
の
決
定
。

○
防
災
計
画
の
策
定
お
よ
び
計
画
の
承
認
。

な
ど
で
す
。

（１）第７号 丹比地区 振興会だより 平成２３（２０１１）年 ４月２５日

発行 ＮＯ７号

平成２３年４月２５日

発行 編集委員会

丹比（４月１日現在）

人口 １,５５６人

（前年比+１２人）

世帯 ６４０世帯

（前年比+１世帯）

［市役所登録数値］

丹
比
地
区
振
興
会

だ

よ

り

大
切
な

「
助
け
合
い
」
の
心

会
長

川
角
一
郎

自
主
防
災
会
設
立
に

臨
時
総
会
開
催

４
月
２
３
日
（
土
）
吉
田
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

平
成
２
３
年
度
の
総
会
が
代
議

員
７
６
人
が
出
席
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

規
約
に
よ
り
川
角
会
長
さ
ん

が
議
長
と
な
り
、
提
出
議
案
を

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

内
容
は
、
次
頁
以
降
に
記
載

し
て
い
ま
す
。

活
動
方
針
決
定
へ

２
３
年
度振

興
会
総
会
開
催

て
い
る
、
土
曜
、
日
曜
も
利
用
で
き
る
。

質

通
学
路
等
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
。

答

現
在
設
置
し
て
い
る
防
犯
灯
は
４
年
計

画
で
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
変
え
る
。
さ
ら
に
必

要
個
所
は
危
機
管
理
室
に
申
請
し
て
ほ
し
い
。

市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
優
先
し
判
断
す
る
。

質

市
道
市
場
～
宮
ノ
城
線
の
朝
、
夕
の
交

通
量
が
増
え
て
き
た
、
規
制
の
必
要
が
あ
る
。

答

吉
田
町
の
中
心
を
通
っ
て
い
る
重
要
な

路
線
だ
。
積
極
的
に
拡
幅
な
ど
実
施
し
て
い

る
。
危
険
個
所
を
教
え
て
ほ
し
い
対
処
す
る
。

質

お
助
け
ワ
ゴ
ン
に
足
が
悪
く
て
乗
れ
な

い
人
が
い
る
。
乗
り
や
す
い
車
は
な
い
の
か
。

答

お
助
け
ワ
ゴ
ン
は
健
常
者
利
用
と
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
。
車
い
す
な
ど
の
利
用
者

は
使
え
な
い
の
で
、
別
の
サ
ー
ビ
ス
を
考
え

て
い
る
。

質

最
近
三
輪
車
に
乗
る
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
。
県
道
の
歩
道
の
整
備
を
し
て
も
ら
い

た
い
。

答

県
道
吉
田
邑
南
線
，
勝
田
吉
田
線
の
こ

と
だ
が
、
市
民
の
安
全
の
た
め
県
へ
し
っ
か

り
要
望
す
る
。

以
上
で
す
。

今
、
東
日
本
大
震
災
で
、
日
本
中
が
大
変

な
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
各
地
か
ら
、
義
援

金
、
支
援
物
資
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
中
で
も
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
の
強

い
と
こ
ろ
か
ら
、
復
興
へ
の
足
が
か
り
が
で

き
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
市

長
さ
ん
の
言
葉
に
も
あ
り
ま
し
た
、
近
所
と

の
絆
を
大
切
に
、
一
人
ひ
と
り
頑
張
っ
て
、
、

安
心
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

も
の
で
す
。

（
総
務
部
会
）

一
、
実
施
日

２
３
年
３
月
６
日
（
日
）

二
、
場

所

島
根
県
雲
南
市
木
次
町

自
主
組
織
「
日
登
り
の
郷
」

三
、
参
加
者

２
４
人

四
、
研
修
テ
ー
マ
「
地
域
の
安
全
・
安
心
・

明
る
い
街
づ
く
り
」

五
、
研
修
内
容
の
概
要

①
組
織
の
概
要

世
帯
数
４
５
０
戸
、

人
口
１
６
６
０
人

２
１
集
落
、
高

齢
化
率
３
１
％
、
各
種
団
体
２
０
団

体②
活
動
状
況

自
治
会
葬
儀
の
改
善
、

実
践
ク
ラ
ブ
（
燻
製
、
漬
物
、
料
理
）

が
販
売
収
入
を
上
げ
て
い
る
。
交
流

産
業
の
創
設
（
ど
ぶ
ろ
く
生
産
と
田

舎
料
理
を
提
供
す
る
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
経

営
）
昼
食
を
造
っ
て
も
ら
い
楽
し
く
食
べ
た
。

六
、
今
後
の
課
題

①
収
益
事
業
の
法
人
化

②
肉
、
魚
加
工
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
。

③
自
主
防
災
の
取
り
組
み

七
、
感
想

本
田
会
長
さ
ん
を
中
心
に
収
益
事
業
に
取

り
組
み
地
域
の
活
性
化
を
推
進
さ
れ
て
い
る

様
子
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。（

総
務
部
会
）

３
月
２
０
日
（
日
）
吉
田
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
ん
に
お
い
て
、
約
３
０
人
の
参
加
者
と
、

市
役
所
か
ら
大
野
産
業
振
興
部
長
さ
ん
清
水

地
域
営
農
課
長
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
か
ら
藤
川
担
い

手
対
策
課
長
さ
ん
を
招
き
開
催
し
ま
し
た
。

課
題
は
①
鳥
獣
被
害
対
策
②
農
地
の
荒
廃

と
改
善
対
策
③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
情
報
と
し
ま
し
た
。

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
議
論
集
中
。

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
（
安

芸
高
田
市
か
ら
助
成
金
約
３
７
万
円
）
）

を
活
用
し
さ
く
ら
公
園
の
景
観
を
害

し
て
い
た
竹
林
の
伐
採
と
桜
の
苗
木

（
２
本
）
を
捕
植
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
２
７
日
（
日
）
に
住

民
か
ら
す
い
せ
ん
の
球
根
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
２
０
人
が
参
加
し
多
治
比
川
堤

防
に
「
す
い
せ
ん
」
の
球
根
を
植
え
ま
し
た
。

（
第
２
支
部
）

ひ
ろ
し
ま
森
づ
く
り
事
業
（
安
芸

高
田
市
補
助
金
約
３
３
万
円
）
を
活

用
し
、
相
合
の
宮
崎
神
社
周
辺
を

「
い
こ
い
の
広
場
」
と
し
て
、
草
刈

り
や
桜
の
苗
木
（
３
６
本
）
を
植
樹

し
ま
し
た
。

２
月
２
０
日
に
草
刈
り
、
植
穴
掘

り
、
３
月
１
３
日
に
植
樹
、
２
日
間

で
こ
の
作
業
に
延
べ
６
０
人
の
参
加

を
え
て
完
成
し
ま
し
た
。
数
年
後
に

は
き
れ
い
な
花
を
つ
け
、
み
ん
な
の
「
い
こ

い
の
広
場
」
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
第
３
支
部
）

（６）第７号 丹比地区 振興会だより 平成２３（２０１１）年 ４月２５日

農業座談会
さくら公園整備

視察研修

産業部会

いこいの広場整備

●

手
づ
く
り

※
編
集
後
記
※

３
月
２
９
日
ツ
バ
メ

が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

ツ
バ
メ
ち
に
と
っ
て

も
、
こ
の
１
年
が
平
穏

で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら

祈
る
も
の
で
す
。

総
務
部
会

古
川
信
雄

本田会長さん



収入の部

科　   　目 分　　類 2２年予算額 内　訳　額 2２年決算額 内　訳　額 備　　　   　　　考
会　　　費 92,600 92,800

会費収入 92,600 92,800 464戸×200円

補　助　金 1,720,000 1,502,000

活動助成金 900,000 900,000 安芸高田市
町内一斉清掃 120,000 120,000 5,000円×24集落

特色有る事業 600,000 373,000 桜公園竹林伐採他と花の植栽

特色有る事業 100,000 109,000 友愛訪問

研修負担金 135,000 48,000
先進地視察 135,000 48,000 24人×2000円

寄　付　金 50,000 25,000

安芸高田市商工会 50,000 25,000

雑　収　入 205,867 268,346

文化祭ﾊﾞｻﾞｰ売上金 200,000 253,000 文化祭ﾊﾞｻﾞｰ売上金

文化祭時義援金 5,000 6,679 慈善鍋

コピー機使用料 0 8,500 丹比生産森林組合（1700枚×5円）
貯金利息 867 167

繰　越　金 689,533 689,533

繰越金 689,533 689,533 前年度より

合　　　計 2,893,000 2,893,000 2,625,679 2,625,679

支出の部

科　   　目 分　　類 22年予算額 内　訳　額 22年決算額 内　訳　額 備　　　   　　　考

事　務　費 185,000 171,752

事務局活動費 35,000 35,000
通信費 50,000 42,490 切手・はがきほか

消耗品費 100,000 94,262 用紙・封筒・コピー使用料ほか

会　議　費 50,000 51,462

総会・役員会・部会 50,000 51,462
研　修　費 385,000 30,000

連絡協議会視察研修 25,000 30,000 5,000円×6人

事  業 費 2,400,000 1,874,279

先進地視察 350,000 159,225 バス代他
まちづくり懇談会 10,000 7,056
町内一斉清掃助成金 120,000 120,000 5,000円×24集落

高齢者友愛訪問 100,000 110,143 食材費
猿掛城跡本丸整備 300,000 0 特色ある事業
さくら公園竹林伐採 300,000 373,000 特色ある事業

広報誌発行 80,000 86,950 定期２回

第一支部活動 270,000 100,000 ふるさと祭り他

第二支部活動 50,000 153,409 「丹比さくら公園」管理、サンフレチェ旗の棒代

第三支部活動 200,000 166,297 相合三角地花　・ﾘｻｲｸﾙ　・子どもとのふれあい

グラウンドゴルフ大会 70,000 62,194 春季大会(チャンピオン大会予選)

丹比文化祭 420,000 429,122 福引き景品・ﾊﾞｻﾞｰ材料他

一心まつり 50,000 39,619 はっぴクリーニング代他
花いっぱい運動 10,000 4,300 春、秋 各1回

書初め大会 10,000 9,764

農業座談会 10,000 3,200 年1回

植栽地管理 20,000 20,000 日南三角地
芸能文化伝承 30,000 30,000 於手保田楽・宇佐神社神祇・男山神社獅子舞

負  担  金 45,000 45,000
吉田町地域振興会連絡協議会 45,000 45,000 市助成金の５％

雑　　費 188,000 17,143
義援金 5,000 6,679 赤十字社

予備費 183,000 10,464 敬老会不足分補助

合        計 3,253,000 2,893,000 2,189,636 2,189,636

（収入合計）　　－　　（支出合計）　　＝　　（次年度繰越）

  2,625,679円   －     2,189,636円　  ＝  　  436,043円

（２）第７号 丹比地区 振興会だより 平成２３（２０１１）年 ４月２５日

２２年度会計 決算報告
振興会では、皆さんから拠出いただいた振興会費、市の助成金や負担金などの収入に

よって、さまざまな事業を実施した。
丹比地区振興会平成２２年度事業 収支決算

っ
て
い
る
と
、
お
ほ
め
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。参

加
者
全
員
が
お
み
や
げ
を
も
ら
い
、
ぜ

ん
ざ
い
を
食
べ
て
無
事
大
会
を
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
。

（
文
化
・
体
育
部
会
）

２
１
年
７
月
、
西
浦
・
旧
元

就
村
に
オ
ー
プ
ン
し
多
く
の
人

が
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
コ
ー
ス
９
ホ
ー
ル
・

パ
ー
３
６
・
４
６
０
Ｍ
、
イ
ン

コ
ー
ス
９
ホ
ー
ル
・
パ
ー
３
６
・

４
８
８
Ｍ
の
天
然
芝
で
変
化
に

富
ん
だ
コ
ー
ス
で
す
。

プ
レ
ー
は
ゴ
ル
フ
に
似
て
い

ま
す
。
球
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

使
う
羽
根
の
つ
い
た
球
、
ク
ラ

ブ
は
ゴ
ル
フ
の
ア
イ
ア
ン
で
す
。

球
、
ク
ラ
ブ
等
用
具
は
借
り
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
歩
け
る
人

は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

子
ど
も
さ
ん

と
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
指

導
者
が
い
ま
す
の
で
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま

す
。
い
つ
で
も
来
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

料
金
は
、
１
日
１
人
あ
た
り
施
設
利
用
料

１
０
０
円
、
用
具
利
用
料
１
０
０
円
（
会
員

は
年
会
費
３
、
０
０
０
円
）
で
す
。

（
文
化
・
体
育
部
会
）

２
２
年
１
１
月
２
７
日
（
土
）
丹
比
西
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
集
会
所
で
、
浜
田
市
長
ほ
か

市
幹
部
職
員
並
び
に
市
議
会
議
員
を
招
き
、

住
民
約
５
０
人
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

浜
田
市
長

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
今
日
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
助
け
合
っ

て
生
活
で
き
る
、
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
、
も
う
一
度
自
分
の
周
り
に
目
を
向

け
て
、
ご
近
所
同
士
の
お
付
き
合
い
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

質
疑
・
応
答

質

イ
ノ
シ
シ
が
メ
ッ
シ
ュ
網
を
く
ぐ
っ
て

被
害
が
出
て
い
る
。
箱
わ
な
で
猟
期
が
過
ぎ

て
も
捕
獲
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
く
く
り

わ
な
が
で
き
る
よ
う
に
。

答

資
格
が
あ
れ
ば
猟
期
内
で
可
。
猟
期
外

は
有
害
鳥
獣
駆
除
班
に
な
る
こ
と
で
可
。

く
く
り
わ
な
は
、
県
が
禁
止
区
域
を
設
け
て

い
る
。
改
定
は
２
３
年
１
１
月
で
す
。

質

川
原
に
堆
肥
倉
庫
が
で
き
て
い
る
が
活

用
は
。

答

５
０
０
Ｋ
ｇ
入
り
袋
２
０
０
個
が
入
る
。

吉
田
、
八
千
代
の
配
送
基
地
に
す
る
。
今
秋

か
ら
稼
働
し
た
い
。

質

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
状
況
。

答

急
き
ょ
地
震
の
マ
ッ
プ
作
り
を
し
て
い

る
。
水
害
に
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
。

質

県
道
原
田
吉
田
線
改
良
見
通
し
は
。

答

２
２
年
度
か
ら
測
量
発
注
を
し
印
内
集

会
所
か
ら
田
川
橋
ま
で
８
６
０
ｍ
を
一
期
と

し
て
改
良
す
る
。
順
次
、
山
部
ま
で
進
め
る
。

質

日
南
山
団
地
グ
ラ
ン
ド
の
地
元
活
用
は
。

答

企
業
誘
致
用
地
と
し
て
ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

質

東
広
島
高
田
道
路
に
つ
い
て
進
捗
は
。

答

国
道
５
４
号
線
か
ら
向
原
正
力
の
間
３
．

２
ｋ
ｍ
の
用
地
交
渉
を
し
て
い
る
。
吉
田
側

は
９
０
％
以
上
完
了
、
向
原
側
を
努
力
し
て

い
る
。

質

葬
祭
場
建
設
の
進
捗
は
。

答

今
年
度
は
、
用
地
交
渉
、
環
境
セ
ン
タ
ー

の
解
体
を
し
、
２
３
年
度
本
体
工
事
の
発
注

を
し
た
い
。
２
４
年
３
月
の
完
成
予
定
で
あ

る
。
。

質

人
口
減
少
に
空
家
の
活
用
は
。

答

空
家
バ
ン
ク
情
報
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、

空
家
活
用
の
し
く
み
づ
く
り
も
含
め
積
極
的

に
取
り
組
む
。

質

夜
間
保
育
は
人
数
が
少
な
い
、
土
曜
保

育
が
よ
い
の
で
は
。

答

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
延
長
で
や
っ

（５）第７号 丹比地区 振興会だより 平成２３（２０１１）年 ４月２５日

～やってみよう～

ターゲットバードゴルフ

Ｇ
Ｏ
・
Ｇ
Ｏ
！

ゴ
ー
・
ゴ
ー

●

研

修

まちづくり懇談会

先生からの講評

真剣に書写しています

♪
と
ん
と
ん

と
ん
か
ら
り
っ
と

隣
組

地
震
や
雷

火
事
泥
棒

互
い
に
役
立
つ

用
心
棒

助
け
ら
れ
た
り

助
け
た
り
♪



２
２
年
１
０
月
１
７
日
（
日
）
９

時
３
０
分
か
ら
吉
田
運
動
公
園
体
育

館
に
お
い
て
「
敬
老
会
式
典
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
ら
れ
る
３
１
６
人
の
う

ち
１
０
０
人
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
川
角
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

浜
田
市
長
さ
ん
、
藤
井
市
義
会
議
長

さ
ん
か
ら
お
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
て
交
す
、
笑

顔
の
花
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。

９
月
２
０
日
の
「
敬
老
の
日
」
に
は
対
象

者
全
員
に
、
お
祝
い
弁
当
と
記
念
品
を
お
配

り
し
ま
し
た
。

（３）第７号 丹比地区 振興会だより 平成２３（２０１１）年 ４月２５日

平成２３年度 事業計画
全体活動

６月・6/5 春季グラウンドゴルフ大会（チャンピオン大会予選を兼ねる)

・春季花いっぱい運動 「マリーゴールド」プランター植栽、公共施設に設置。

７月・7/3 一斉清掃 吉田町内の振興会活動として取り組んでいます。

・7/16 一心祭り 吉田町４地区振興会共催。イベント、運営スタッフ等で参加。

９月・ふるさと祭り 丹比体育館運動場で交流イベントを開催。

・9/19 敬老の日のお祝いとして対象者に お祝い状、記念品、お弁当を配布。

１０月・10/16 敬老会式典と文化祭 吉田運動公園体育館で式典後、発表と展示による文化祭開催。

・秋季花いっぱい運動 「葉ボタン」プランター植栽、公共施設に設置。

１１月・11/20 吉田町グラウンドゴルフチャンピオン大会 春季大会上位８チームが出場。

・史跡探訪 毛利氏や吉田町と関わりのある地域に出向いて現地研修。

・まちづくり懇談会 市長と丹比の地域づくりについて懇談。

１２月・12/4 高齢者友愛訪問 対象者に、お弁当を持って訪問交流。

・丹比地区農業座談会 丹比の農業について研修。

１月・1/5 書き初め大会 吉田地区振興会と共催で、安芸高田市民文化ホールを会場に開催

支部活動 第１支部・ふるさと祭り・環境美化活動（植栽草刈等）・猿掛城本丸樹木整理事業 他

第２支部・さくら公園管理・サンフレッチェ応援旗交換・リサイクル事業の継続 他

第３支部・花いっぱい運動・リサイクル事業・子供とのふれあい事業・環境美化活動（宮

崎神社周辺「いこいの広場」） 他

啓発事業 広報誌発行（２回）

平成２３年度 予算 （単位 千円）
収入の部 収入予定額 2,349千円

（会費 92 補助金 1,430 研修負担金 135 寄付金 50 雑収入 206 繰越金

436）

支出の部 支出予定額 2,349千円

（事務費 185 会議費 50 研修費 25 事業費 1,970 負担金 45 雑費 74）

施設管理について
安芸高田市が、基幹集会所へ指定管理者制度を導入したことに伴い、２３年度から「吉田生活改善セン

ター」と「丹比西コミニティー集会所」の管理を、丹比地区振興会が指定管理者となって管理することに

なりました。

本年度も、皆さんからお預かりした会費を最大限有効活用すべく活動を推進しますの
で、今後ともご支援・事業参加、よろしくお願いします。

敬老会式典・文化祭
●

交

流

会長お祝いの言葉

お元気で何よりですね



敬
老
会
式
典
終
了
後
、
１
０
時
か
ら
「
文

化
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
芸
能
発
表
は
大

正
琴
、
踊
り
、

神
楽
な
ど
１
１

種
目
、
も
ち
ま

き
、
も
ち
つ
き
、

子
ど
も
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

大
福
引
会
、
作

品
展
示
、
バ
ザ
ー
、

ポ
ン
菓
子
実
演

販
売
な
ど
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

好
天
に
も
め
ぐ
ま
れ
約
１
，
０
０
０
人
が
集

い
、
人
々
の
「
き
ず
な
」
が
は
ぐ
く
ま
れ
有

意
義
な
１
日
で
し
た
。

（
総
務
部
会
）

１
２
月
５
日
（
日
）
、
環
境
・
福
祉
部

会
が
中
心
と
な
っ
て
夕
食
の
弁
当
を
作
り
、

８
０
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、
８
５
歳

以
上
の
高
齢
者
１
２
６
人
全
員
に
お

配
り
し
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
も
の
」
「
や
わ
ら
か

い
も
の
」
「
見
ば
え
の
良
い
も
の
」

な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
、
た
べ
て
い
た

だ
く
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
作

り
ま
し
た
。
お
礼
の
電
話
や
手
紙
を

い
た
だ
き
、
継
続
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
環
境
・
福
祉
部
会
）

吉
田
町
地
域
振
興
会
連
絡
協
議
会
主
催
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
が
、

２
２
年
１
１
月
２
１
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
吉
田
運
動
公
園
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
の
広
下
会
長
（
郷
野
）

の
開
会
あ
い
さ
つ
、
来
賓
と
し

て
浜
田
市
長
の
激
励
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
各
振
興
会
か
ら
ベ
ス

ト
８
，
３
２
チ
ー
ム
が
参
加
し

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
丹
比
地
区
振
興
会

が
大
会
運
営
に
あ
た
り
、
各
地

区
振
興
会
の
役
員
、
選
手
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

丹
比
地
区
の
成
績
は
、
優
勝

は
逃
し
た
も
の
の
相
合
五
チ
ー

ム
が
５
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
賞
３
０
個
中
１
０
個
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
賞
１
１
個
を
獲
得
し
ま
し
た
。
出
場
者

の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。

（
文
化
・
体
育
部
会
）

１
月
５
日
（
水
）
小
雪
の
舞
う
中
、
１
１

５
人
の
元
気
な
子
供
た
ち
が
、
ク
ル
ス
タ
ル

ア
ー
ジ
ョ
２
階
の
大
ホ
ー
ル
に
集
い
、
学
年

ご
と
に
示
さ
れ
た
手
本
を
真
剣
に
書
写
し
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
毎
年
吉
田
地
区
振
興
会
と

共
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

丹
比
地
区
か
ら
２
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

少
し
づ
つ
参
加
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
か
ら
、
学
年

ご
と
に
講
評
が
あ
り
、
だ
ん
だ
ん
上
手
に
な

（４）第７号 丹比地区 振興会だより 平成２３（２０１１）年 ４月２５日

高齢者友愛訪問

お祝い弁当

第１３回
グラウンドゴルフチャンピオン大会書

初
め
大
会

入
賞
チ
ー
ム

（
２
Ｒ
）

優

勝

六
日
市

２
３
７
打

準
優
勝

郷
野
４
組

２
４
０
打

三

位

上
新
屋
郷

２
４
０
打

四

位

五
丁
目

２
４
３
打

五

位

相
合
五

２
４
６
打

丹
比
地
区
成
績
（
２
Ｒ
）

相
合
五

５
位

２
４
６
打

隠

地

１
３
位

２
５
６
打

相
合
三

１
６
位

２
６
１
打

後
相
合

１
９
位

２
６
６
打

相
合
四

２
５
位

２
７
５
打

甲

田

２
９
位

２
８
４
打

津
々
羅

３
２
位

３
０
６
打

展示物を熱心に見る

うどん

炊き込みご飯

園児たちの踊り

バザー盛況です
交流弁当


